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平成２１年３月１８日

国土交通省 関東地方整備局

（再評価）

国道１号
戸部拡幅

資 料 １ － ８

関 東 地 方 整 備 局

事業評価監視委員会

（平成２０年度第４回）
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埼玉県

茨城県

国道１号
戸部拡幅 ④

事業評価監視委員会 道路事業 位置図

：再評価

①事業採択後、５年以上経過した時点で未着工の事業

②事業採択後、１０年以上を経過した時点で継続中の事業

③準備・計画段階で５年間が経過している事業

④再評価実施後、５年間が経過している事業
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西区役所

横浜市役所

県庁

戸部駅
西横浜駅

大黒ＪＣＴ

保土ヶ谷ＩＣ

金港ＪＣＴ

本牧ＪＣＴ狩場ＩＣ

藤塚ＩＣ

横浜駅

石川町ＪＣＴ

• 京浜急行線戸部駅～浜松町交
差点間の交通の円滑化

• 安全で快適な歩行空間の確保
• 沿道環境の改善

横浜ベイブリッジ

１．事業の目的と計画の概要
（１）目的

（２）計画の概要
よこはまし にしく とベほんちょう

区 間 自）横浜市西区戸部本町
よこはまし にしく はままつちょう

至）横浜市西区浜松町
計画延長 Ｌ＝７００ｍ
幅 員 Ｗ＝３６．０ｍ
道路規格 第４種第１級
設計速度 ６０ｋｍ/ｈ
車 線 数 ６車線
事 業 化 昭和５９年度
事 業 費 約２１０億円
計画交通量 57,500～59,700台/日

25.00

36.00

5.505.50
標準横断図 現況 整備後22.00

17.002.50 2.50

横
浜
市
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横
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市
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本
町

評価対象区間評価対象区間 戸部拡幅戸部拡幅 L=700mL=700m

凡例
：再評価対象区間
：直轄国道（6車線以上）
：直轄国道（4車線）
：有料道路
：県管理国道
：主要地方道
：一般県道

N

H17センサス：
46,734台/日
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・国道１号と国道１６号が交差する浜松町交差点を起点に渋滞が発生
・渋滞損失額は年間７．７億円。

２－１．事業の必要性に関する視点

横浜市西区

浜松町交差点

戸部署前交差点
西平沼交差点

区役所入口交差点

評価対象区間評価対象区間

1

主)横浜駅根岸線

主)藤棚伊勢佐木線

首都高横羽線

至 藤沢

至 町田

N

凡 例
0～ 50 千人時間/年km
51～100 〃
101～200 〃
201～ 〃

16

16

：主要渋滞ポイント

渋滞損失額：約７.７億円/年
（渋滞損失時間：約１８１千人時間/年km）

戸部拡幅戸部拡幅 L=700mL=700m

※渋滞損失額（億円/年）は上下合計の値

浜松町交差点下り方向の渋滞

神奈川県平均(H18)
７６千人時間/年km

（１）戸部拡幅区間の渋滞損失

3

平成19年度



4

２－２．事業の必要性に関する視点

整備前

整備前：平成20年9月調査結果

整備後 浜松町交差点改良(完成形イメージ)

・現在、浜松町交差点を起点に渋滞が発生し、交差点の通過に時間を要している。
・本区間では、車線拡幅事業と合わせて、交差点の改良をすることにより、ボトル
ネックの解消を図る。

（２）交通の円滑化（浜松町交差点の渋滞解消）

最大渋滞長最大渋滞長
((通過時間通過時間))

浜松町交差点(現況の混雑状況)

渋滞解消渋滞解消

1 1

16
至町田

至小田原

至横須賀

至川崎

至小田原

至横須賀

至川崎

16
至町田

300m

（7分）

150m

（3分）

100m

（3分）

70m

（6分）

0m

0m

0m

0m
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２－３．事業の必要性に関する視点

（３）安全で快適な歩行空間の確保

整備前 整備イメージ当事業区間にある京浜急行
線戸部駅を利用する人等で
輻輳している

歩道の幅員を2.5mから
5.5m（環境緑地帯含む）に
広げることにより、歩行者
の安全性・快適性が向上

・京浜急行線戸部駅を中心として、公共施設や商業施設が建ち並ぶ既成市街
地であり、狭隘な歩道が連続している区間のため、歩行者と自転車が輻輳して
いる。

※隣接する改良済み箇所

京浜急行戸部駅周辺の状況
西平沼交差点付近の歩行者自転車交通量

歩行者
交通量

自転車
交通量

①（上り線） 1,476人/12h 508台/12h

②（下り線） 3,716人/12h 772台/12h

合計 5,192人/12h 1,280台/12h
平成19年10月23日(火）調査

西区役所

　 西前小

戸
部
署

西
消
防
署

　 平沼小

浜松町
区役所入口

西平沼
高島町

戸部７

N

：商業地域
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２－４．事業の必要性に関する視点

◆地球環境への影響改善（CO2の年間削減量）

日比谷公園の面積の約１９倍に相当
（森林面積約３０３haの二酸化炭素吸収量に相当）

※（CO2の吸収量は森林1ha当たり10.6t/年に相当）
出典：土地利用、土地利用変化及び林業に関するグッド・
プラクティス・ガイダンス（優良手法指針）
※日比谷公園の面積は16haとして換算

CO2を年間 約３,２０９t- CO2/年 削減

◆沿道環境の影響改善（NOXの年間削減量）

NOXを年間 約０.４t/年 削減

東京都を走行する大型車に換算すると
約１２００台に相当

※大型車１台が東京都における平均距離を走行した場合の
ＮＯｘ排出量
※大型車速度を40㎞/h、平均走行距離を70㎞として換算
※大型車１台の1㎞当り（40㎞/h）のNOx排出量は
4.40gとした。
出典：H17年度道路政策評価通達集

東京

NOx

NOx

◆沿道環境の影響改善（SPMの年間削減量）

SPMを年間 約０.０１８t/年 削減

500mlペットボトル
約１８０本分に相当

※ペットボトル１本（500ml）のSPMは100gとして換算

・当該区間の整備により交通の円滑化が図られると、ＣＯ2などの大気汚染物
質の排出量が削減され、沿道環境の改善に大きく寄与する。

（４）沿道環境の改善
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３．費用対効果３．費用対効果

■■事業全体事業全体

注1）費用及び便益額は整数止めとする。
注2）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
注3）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

7

基準年：平成20年度

2億円

維持管理費

337億円335億円
１．６

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

527億円15億円53億円458億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故減
少便益

走行経費減
少便益

走行時間短
縮便益便益便益((ＢＢ))

■■残事業残事業

2億円

維持管理費

8億円6億円
６３．９

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

527億円15億円53億円458億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故減
少便益

走行経費減
少便益

走行時間短
縮便益便益便益((ＢＢ))
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４－１．事業進捗の見込みの視点

用地取得率：91％
（事業化区間0.7㎞での面積ベース）

・戸部拡幅の経緯
昭和27年度 都市計画変更（Ｗ＝２２ｍ→３６ｍ）
昭和59年度 事業化
昭和62年度 用地買収着手
平成19年度 拡幅工事着手
平成21年度 暫定供用（京浜急行線～平沼西交差点６車線化、

浜松町交差点改良 他）

歩道幅員拡幅 <植樹帯含む >
（2.5m →5.5m ）

川崎側流入部
直進車線増設（3→4ﾚｰﾝ)

町田側流入部（4→6ﾚｰﾝ）
（左折専用車線増設）

バス
ベイ
設置

歩道幅員拡幅 <植樹帯含む >
（2.5m→ 5.5m ）

バスベイ設置 バスベイ設置

バスベイ設置

バスベイ設置

京浜急行線～平沼西交差点間
完成整備（４車線→６車線）

16

1 至 小田原

至 川崎

保土ヶ谷側
車線すりつけ整備

（4/6、6/6車線）

　供用中（４車線）

工事中（６車線予定）

　工事中（4/6車線予定）

　供用中（W=2.5m）

　工事中（W=2.5m→5.5m）

未買収地

凡　　　　例

車道

歩道

現況 暫定整備

歩道
W=2.5m→5.5m

歩道　W=2.5m

歩道　W=2.5m

歩道
W=2.5m→5.5m

　　　戸部拡幅　700m （再評価対象区間）

上
り
線

下
り
線

車道　２車線

車道　２車線

４→６車線
１２０ｍ

車道　３車線

車道　３車線

京浜急行線

西区役所入口交差点西区役所入口交差点 中央一丁目交差点中央一丁目交差点 平沼西交差点平沼西交差点

【暫定整備】

浜松町交差点浜松町交差点

1

事業再評価対象区間事業再評価対象区間 戸部拡幅戸部拡幅 LL == 0.7km0.7km
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４－２．事業進捗の見込みの視点

H22H20Ｈ元S63

91%

H19

拡
幅
工
事
着
手

H21

91%

H18

91%

H17

90%

H16

88%

H15H14H13H11H10 H12

工
事

用
地

Ｈ９Ｈ８Ｈ７Ｈ６Ｈ５Ｈ４Ｈ３Ｈ２S62
年
度

用
地
買
収
着
手

幹線共同溝 電線共同溝 拡幅工事

暫
定
供
用
（予
定
）

～
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• 当該区間から川崎側は６車線整備済み。当該区間が４車線のため、下り線は
浜松町交差点を起点に交通渋滞が発生。

• 当該区間は公共施設や商業施設が建ち並ぶ既成市街地で、狭隘な歩道を通行
する歩行者と自転車が輻輳。

• 費用対効果（B/C）は１．６である。

（１）事業の必要性等に関する視点

（２）事業進捗の見込みの視点

• 用地取得率は約９１％であり、平成１９年度より暫定整備の工事に着手。

• 平成２１年度までに、当該区間の一部６車線化、浜松町交差点の改良などを
行い、暫定整備が完了する予定。

• 暫定整備完了後は、交通状況に応じて、必要な措置を講じて行く。

事業継続事業継続

用地・工事の進捗が進んでおり、早期の効果発現を図ることが適切である。

（３）対応方針（原案）

５．今後の対応方針（原案）
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